
SSS24-11 会場:303 時間:5月 20日 12:15-12:30

Hi-net，F-netで捉えた 2010年Maule地震津波による傾斜変動
Tsunami-induced ground tilt changes observed by Hi-net and F-net in Japan
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2010年チリMaule地震（MW 8.8）時の津波に伴う傾斜変動が，日本全国に展開する高感度地震観測網 Hi-net併設の
高感度加速度計（Kimura et al., 2013, JGR）と広帯域地震観測網 F-netの広帯域地震計の水平成分で観測された．本発表
では，観測された傾斜記録の特徴を明らかにするとともに，その発生メカニズムや津波観測に対する有用性について検
討した．

Maule地震津波時の傾斜変動は Hi-netによって広範囲・高密度に観測され，太平洋岸付近では 5 x 10−2 μ rad程度の
振幅を示し，海岸線からの距離に対してほぼ一定値であった．一方で，海岸線から 3 km以上離れると振幅は距離に反比
例して減少し，約 50 km程度で 5 x 10−3 μ rad程度になった．また，傾斜変動の振動方向は海岸線に直交する方向に卓
越していた．さらに同様の変動は F-net観測点でも観測され，Hi-net観測点の存在しない島嶼部でも明瞭な記録を得るこ
とが出来た．
観測された傾斜変動やその特徴は，津波に伴う海面変動によって発生する荷重変形によって説明可能であった．また，

単純な 2次元ボックスカー型津波モデルを適用し，Maule地震津波によって海岸線から 14-20 km以内の範囲に単位海岸
線長さ当たり 2-7 x 103 m3/m程度の海水体積変化が発生した　と見積もることが出来た．
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